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現状の水害リスク情報や取組状況の共有 

（1）現状の水害リスク情報 
   ・過去の主な災害 

   ・中川・綾瀬川流域の主な浸水被害 

   ・流域の氾濫危険性（氾濫シミュレーション） 

   ・江戸川流域の氾濫特性 

   ・中川・綾瀬川流域の氾濫特性 

   ・ほぼ全域が浸水想定区域内となる市区町村 

   ・現状の堤防整備状況（Ｈ２８年３月末） 

   ・平成２８年度重要水防箇所 

 

（2）現状の減災に係る取組状況 
  ①迅速かつ的確な避難行動に関する取組 

   ・洪水予報 （洪水予報指定河川） 

   ・避難勧告等発表基準 

   ・洪水予報（伝達系統） 

   ・ホットライン 

   ・タイムライン 

   ・ハザードマップ 

     ＋まるごとまちごとハザードマップ 

   ・住民等への情報伝達の体制や方法 

 

 

 

  ②的確な水防活動のための取組 

   ・水防警報 

   ・河川の巡視区間 

   ・水防資器材の整備状況 

   ・堤防決壊のメカニズム 

   ・堤防等河川管理施設の現在の整備状況 

 

  ③氾濫水の排水、施設運用等に関する事項 

   ・排水施設、排水資機材の操作・運用 

   ・『平成27年9月関東・東北豪雨』に伴う災害対 

    策用機械の活動状況 

 

  ④洪水を安全に流すためのハード対策の導入 

   ・洪水を安全に流すためのハード対策 

 

（3）今後のスケジュール（案） 
   ・今後のスケジュール（案） 
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Ministry of Land, Infrastructure, Transport and Tourism 

（1）現状の水害リスク情報 
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過去の主な災害 
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過去の主な災害（昭和22年9月洪水（カスリーン台風）） 
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中川・綾瀬川流域の主な浸水被害 

平成２０年 春日部市備後東地内 平成２０年 幸手市東二丁目 

浸水面積
（ｋｍ2）

浸水戸数
（戸）

S33.9（狩野川台風） 282.0 278.4 41,544

S41.6（台風４号） 238.3 353.5 24,219

S54.10（台風20号） 102.6 10.3 13,107 綾瀬川激特採択

S56.10（台風24号） 196.5 21.2 19,661 綾瀬川激特採択

S57.9（台風18号） 210.4 276.9 36,425 新方川激特採択

S61.8（台風10号） 196.6 65.3 22,962 綾瀬川激特採択

H3.9（台風１８号） 186.5 92.4 31,431 綾瀬川激特採択

H5.8（台風11号） 180.4 69.6 15,977

H8.9（台風17号） 152.4 24.7 2,825

H12.7（台風3号） 159.5 11.1 826

H16.10（台風22号） 199.2 10.3 1,273

H20.8（集中豪雨） 124.8 5.7 2,108 H18：首都圏外郭放水路延伸通水100m3/s増設（計200m3/s）

H21.8（台風9号） 67.0 0.7 208

H21.10（台風18号） 120.6 0.2 601

H25.10（台風26号） 179.6 9.3 1,616

H26.10.6（台風18号） 192.4 0.8 18

H27 .9 .8（台風17・18号） 230.4 27.8 3,058

S59：綾瀬排水機場供用（50m3/s）

事業の経緯

被害状況

洪水年月
流域

平均雨量
（mm/48hr）

備考

S53：三郷放水路暫定通水(100m3/s）

H4：綾瀬川放水路暫定通水（25m3/s)

H7：綾瀬排水機場50m3/s増設（計100m3/s)
H8：三郷排水機場50m3/s増設（計200m3/s)
H10：八潮排水機場50m3/s増設（計100m3/s)
H14：首都圏外郭放水路部分通水(100m3/s)

注）昭和54年、56年洪水被害は綾瀬川流域のみ 
  平成27年洪水は江戸川河川事務所調査結果 

○首都圏外郭放水路が完成するまでは、浸水による被害が大きかったが、平成１８年６月に全区間通水が完了してからは、浸水面積等が劇
的に小さくなったが、昨年の関東・東北豪雨時のような、想定外の降雨（線状降水帯）が流域にかかった場合は、雨水の処理が出来ず、浸水
被害が生じてしまう。 

外郭放水路全区間完成 
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中川・綾瀬川流域の浸水被害 

昭和５７年９月 草加市手代町 昭和５６年１０月 八潮市浮塚 昭和５４年１０月 八潮市大曽根 

昭和６０年 草加市上空より 

平成３年９月 さいたま市東岩槻 

平成８年 春日部市一ノ割３丁
目 

平成１２年 三郷市さつき平１丁目 平成１２年 幸手市緑台２丁
目 

春日部市中央１丁目（平成３年） 
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流域の氾濫危険性（氾濫シミュレーション） 
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○施設計画規模（１／２００）の浸水想定区域図（氾濫シミュレーションに基づく浸水深包絡図）は、平成１７、１
８年に公表しており、沿川自治体だけでなく広域に渡って浸水が発生することが想定されている。 

○今後、想定最大規模の降雨に対する氾濫シミュレーション、洪水浸水想定区域図を検討予定である。 

江戸川流域 

•※注：氾濫シミュレーションの外力は洪水防御に関する計画規模（１／２００） 

中川・綾瀬川流域 

※氾濫シミュレーションの外力は洪水防御に関する計画規模（１／１００） 

平成17年作成 平成18年作成 



江戸川流域の氾濫特性 
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○ブロック代表地点となる江戸川右岸56.5k（幸手市大字惣新田地先）付近で堤防が決壊すると、氾濫流は中
川・綾瀬川流域の低平地を中川沿いに流下して東京都まで達する可能性がある。 

○氾濫流は茨城県１町、埼玉県11市町、千葉県6市、東京都3区に達する恐れがあり、常磐・東京外環自動車道
をはじめとした多くの道路網や、 JR武蔵野線・常磐線をはじめとした多くの鉄道機関への影響が懸念される。 

浸水深・浸水範囲、浸水到達時間 

※氾濫シミュレーションの外力は洪水防御に関する計画規模（１／２００） 



中川・綾瀬川流域の氾濫特性 
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○中川・綾瀬川では内水氾濫を考慮しているため、堤防決壊前の段階から流域内の地盤の低い各箇所へ内水による氾濫流
が流入し、流域全体に点在する。ブロック代表地点となる中川右岸14.0k（葛飾区新宿二丁目地先）付近で堤防が決壊した後
は、河川への排水が不可能となるため、区市町内水ポンプ、河川計画内水ポンプ、東京都荒川以東下水道ポンプは運転を停
止し、さらに氾濫流の増大が想定される。 

○氾濫流は埼玉県6市町、東京都2区に達する恐れがあり、常磐・東京外環自動車道をはじめとした多くの道路網や、JR武蔵
野線・常磐線をはじめとした多くの鉄道機関への影響が懸念される。 

※氾濫シミュレーションの外力は洪水防御に関する計画規模（１／１００） 

浸水深・浸水範囲、浸水到達時間 



ほぼ全域が浸水想定区域内となる市区町 
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江戸川浸水想定区域（全想定破堤地点の包絡図） 
となる市区町：20市区町 

ほぼ全域が浸水域となる市区町：7市区町 

○江戸川、中川・綾瀬川が氾濫すると、浸水想定区域は極めて広範囲となるため、ほぼ全域が浸水してしまう
危険性のある市区町が多く存在し、個々の市区町内で避難者の収容が困難となる可能性がある。 

 そのため、流域自治体が連携した広域避難の仕組みつくりが必要となる。 

※氾濫シミュレーションの外力は洪水防御に関する計画規模（１／２００） ※氾濫シミュレーションの外力は洪水防御に関する計画規模（１／１００） 

中川・綾瀬川浸水想定区域（全想定破堤地点の包絡図） 
となる市区町：8市区町 

ほぼ全域が浸水域となる市区町：6市区町 

八潮市 

足立区 

草加市 

葛飾区 

江戸川区 

市川市 

松戸市 

流山市 

吉川市 越谷市 

松伏町 

春日部市 

さいたま市 

三郷市 

野田市 



現状の堤防整備状況（Ｈ２８年３月末） 
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単位km 

河川名 完成堤 未完成 不要 
区間 

計 

江戸川 73 34 0.8 107.8 

中 川 29 13 - 42 

綾瀬川 2 16 - 18 

江戸川 

中川・綾瀬川 



平成２８年度重要水防箇所 
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○現在の堤防の高さや幅、過去の漏水などの実績などから、予め水防上特に注意を要する区間を 

 定め、重要度に応じて重要水防箇所として指定している。 

 

 

 

 

重要水防箇所（江戸川） 

重要水防箇所（中川） 

重要水防箇所（綾瀬川） 



Ministry of Land, Infrastructure, Transport and Tourism 

（2）現状の減災に係る取組状況 
①迅速かつ的確な避難行動に関する取組 
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洪水予報 （洪水予報指定河川） 

避難判断水位 

はん濫危険水位 

はん濫注意水位 

一定時間後には
ん濫危険水位到

達を予測 

時間の流れ 

水位 

はん濫 

発生 

氾濫注意情報 氾濫警戒情報 氾濫危険情報 氾濫発生情報 

○ 水防法に基づき、基準水位に到達するおそれがある場合など、水位の状況に 

   応じて、国土交通省と気象庁は共同で指定河川の洪水予報を実施 

15 



避難勧告等発表基準（基準水位観測所における水位の情報） 

○ 国や都道府県は、洪水時において、予め定められた「基準水位観測所」 
   における水位の情報を提供  

○ 基準水位観測所毎に、災害発生の危険度に応じた基準水位を設定 

基準水位観測所における設定水位の意味 
（危険な箇所で設定した以下の水位を、基準水位観測所地点の水位に置き換えて設定） 

【氾濫注意水位】 
・水防団の出動の目安 

【避難判断水位】 
・市町村長の避難準備情報等の発令判断の目安 

・住民の氾濫に関する情報への注意喚起  

【氾濫危険水位】 

・市町村長の避難勧告等の発令判断の目安 
・住民の避難判断の参考になる水位 
（水位設定の考え方） 

堤防等の構造の基準となる水位（計画高水位）若しくは、リードタイム（避難完了までに、避難
勧告の発令、情報伝達及び避難等に要する時間）から設定される水位のいずれか低い水位 

氾濫注意水位 

氾濫危険水位 

氾濫の発生 

避難判断水位 

レベル 
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洪水予報（基準水位観測所と受け持ち区間） 

江戸川管内における洪水予報基準観測所と受け持ち区間 

江戸川管内では、５箇所の基準観測所において、「現況」及び「当面の水位上昇の見込み」を予測し、気象庁と合同 

で、「洪水予報」を公表し、防災管理者である自治体には直接ＦＡＸ等で連絡しています。 

【江戸川】西関宿、野田、大谷口新田、【中川】吉川、【綾瀬川】谷古宇  

（５観測所 ５予報区）    ※江戸川においては関東地方整備局が公表します。 

 ※基準水位観測所毎に、災害発生の危険度に応じた基準水位（氾濫注意水位・避難判断水位・ 
  氾濫危険水位）を設定しています。 

 ※特に「氾濫危険水位」は、避難勧告発令の目安となる水位であり、市町村長は、 

  当該市域に氾濫流が到達する可能性がある区間の基準観測所の水位の状況を注視 

  しておく必要があります。 

江戸川管内における洪水予報基準観測所と受け持ち区間 
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※発表機関については、予報区により異なります。 
（例） 江戸川  気象庁予報部、関東地方整備局 

    中川・綾瀬川  熊谷地方気象台、江戸川河川事務所 

洪水予報（伝達系統） 
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ホットライン 

19 

 

  ホットラインとは、洪水予報によって提供している情報に加え、現状及び今後の水位上昇の見込みや避難勧告発令の是非に
ついて、直接、事務所長から首長に電話等で解説することを目的としています。 

 また、緊急の場合は避難勧告や指示に関する助言も行います。 



タイムライン 
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 平成２８年６月末までにタイムラインの作成を特定区間に入っている区市町にお願いしています。 

 

 

 

 



洪水ハザードマップ＋まるごとまちごとハザードマップ 

21 

〇住民への避難場所・避難経路の情報提供の取り組みとして、「ハザードマップ」と「まるごとまちごとハザードマップ」の推進を行っています。 
・洪水ハザードマップ 
 各自治体のHP上で公表しており、地図上に浸水エリアの表示及び浸水深の色分けや、避難所の位置の表示等、地域に応じた避難行動のあり方などを記載しています。 

・まるごとまちごとハザードマップ 
 浸水深や避難所等、洪水に関する情報を洪水関連標識として、生活空間である「まちなか」に表示することにより、日常時には洪水への意識を高めるとともに浸水深 
 ・避難所等の知識の普及を図り、発災時には安全かつスムーズな避難行動に繋げ、洪水による被害を最小限にとどめることを目的として推進しています。 

洪水ハザードマップの地図上での表示イメージ 
まるごとまちごとハザードマップの 

洪水関連標識の基本的な考え方 提供情報と図記号 

設置イメージ 

【洪水ハザードマップ】 【まるごとまちごとハザードマップ】 



住民等への情報伝達の体制や方法（水位情報、河川監視カメラの閲覧方法について） 
 

http://www.ktr.mlit.go.jp/edogawa/ 

河川監視カメラ映像 

水位観測所を選択 

江戸川河川事務所ホームページ 
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住民等への情報伝達の体制や方法（水位観測所リアルタイムデータの閲覧） 
 

川の断面図、水位の時間
変化の切替が出来ます。 

利根川、江戸川、中川、 

綾瀬川の７地点の水位 

情報を提供しています。 
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住民等への情報伝達の体制や方法（ライブカメラ映像（河川監視カメラ）の閲覧） 
 

画
面
を
下
へ
ス
ク
ロ
ー
ル 

現在６地点の映像を提供しています。 
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映像は静止画での 

提供となります。 

（10分更新） 

画
面
を
下
へ
ス
ク
ロ
ー
ル 



 

 

画面・機能イメージ 

GPSボタンをワンクリックで 

地図上に現在地表示 
現在地周辺のライブカメラ映像
等の情報を即時に入手可能 

○ 地域住民が自ら判断し避難できるよう、近傍のハザードマップや河川水
位等の情報をスマートフォンからリアルタイムで入手できるように改良 

住民等への情報伝達の体制や方法（地域住民の所在地に応じたリアルタイム情報の充実） 

※平成２８年４月より運用開始 25 

雨量・水位・カメラ画像等のメ
ニューは画面を上にスライド 

すると、表示される 



Ministry of Land, Infrastructure, Transport and Tourism 

（2）現状の減災に係る取組状況 
②的確な水防活動のための取組 
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水防警報（基準水位観測所と受け持ち区間） 

江戸川管内における水防警報基水位準観測所と水防警報区 

江戸川管内では、７箇所の基準水位観測所において、「現況」及び「当面の水位上昇の見込み」を予測し、水防管理団
体へ直接ＦＡＸ等で連絡しています。 

 

【江戸川河川事務所管内】西関宿、野田、松戸、大谷口新田、吉川、高砂、谷古宇 （７警報区） 
 

  ※「氾濫注意水位」は、水防団出動の目安となる水位です。 

江戸川管内における水防警報基準水位観測所と水防警報区 

水防団出動の 

目安となる水位 
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水防警報（伝達系統） 
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沿 川 市 町 

（水位管理団体） 

関東地方 

整備局 

関係河川 

事務所 

各事務所 
各土木事務所 

各整備事務所 

 各都県  

主系統 

（利根上） 
主系統 

（県等） 
副系統 

 
受信確認 

 凡 例  

水防警報の伝達系統 



出張所名 河川名 岸別 管  理  区  間 

中川 

出張所 

中川 
左岸 27.8km～33.7km 

右岸 27.4km～33.7km 

綾瀬川 
左岸 8.3km～17.2km 

右岸 8.3km～17.2km 

綾瀬川 

放水路 

左岸 
綾瀬川からの分派点 

～中川への合流点 

右岸 〃 

中川下流 

出張所 
中川 

左岸 12.4km～19.6km 

右岸 12.4km～27.4km 

首都圏 

外郭放水路 

管理支所 

首都圏 

外郭 

放水路 
  

首都圏 

外郭放水路 

全般（6.3km) 

河川の巡視区間 
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河川巡視状況 

出張所名 河川名 岸別 管  理  区  間 

江戸川 

上流 

出張所 
江戸川 

左岸 47.5km～利根川121.0km 

右岸 39.2km～利根川122.0km 

運河 

出張所 

江戸川 
左岸 34.0km～47.5km 

右岸 29.6km～39.2km 

利根 

運河 

左岸 0.4km～利根川分派点 

右岸 0.4km～利根川分派点 

松戸 

出張所 

江戸川 左岸 15.5km～34.0km 

坂川 
左岸 直轄管理区間全域（4.7km） 

右岸 直轄管理区間全域（4.7km） 

坂川 

放水路 

左岸 直轄管理区間全域（1.3km) 

右岸 直轄管理区間全域（1.3km) 

北千葉 

導水路 
  
豊四季シールド（大堀川側） 
～坂川合流点(2.0km) 

江戸川 

河口 

出張所 

江戸川 
左岸 0.0km下1.300～15.5km 

右岸 0.0km下1.600～19.8km 

旧江戸川 
左岸 9.0km～9.4km 

右岸 9.0km～9.4km 

出張所名 河川名 岸別 管  理  区  間 

三郷 

出張所 

江戸川 右岸 19.8km～29.6km 

三郷 

放水路 

左岸 
中川からの分派点 

～江戸川への合流点 

右岸 
中川からの分派点 

～江戸川への合流点 

大場川 

放水路 

左岸 
大場川からの分派点 

～三郷放水路への合流点 

右岸 
大場川からの分派点 

～三郷放水路への合流点 

大場川 
左岸 

三郷市新和2-383 

～三郷市新和4-167-1 

右岸 
三郷市新和1-514-5 

～三郷市新和3-128-1 

第二 

大場川 

左岸 
三郷市新和1-572 

～大場川への合流点 

右岸 
三郷市新和八町堀字欠井堀83 

～大場川への合流点 

中川 左岸 
19.6km～27.8km  

及び新大場川水門 

出張所別管理区間一覧表 

○出水時には、水防団等と河川管理者がそれぞれ河川巡視をしている。 

〇堤防決壊の恐れのある箇所で土のう積み等の水防活動が的確に行われるよう、水防団と河川管理者で、河川巡視で得られた堤防や背後地の
漏水状況及び河川水位等の情報共有を行っている。 

江戸川河川事務所管内状況把握図 



水防資器材の整備状況 
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千葉県 

中川下流出張所 

中川出張所 

三郷出張所 

江戸川河口出張所 
松戸出張所 

運河出張所 

江戸川上流出張所 

首
都
圏
外
郭
放
水
路
管
理
支
所 

北
千
葉
導
水
路
管
理
施
設 

○各出張所や支所には、出水等に備えて下記のとおり水防資器材を準備している。 



堤防決壊のメカニズム 

河川水の浸透による堤防決壊 

河川水の侵食・洗掘による堤防決壊 

河川水の越流による堤防決壊 
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堤防決壊のメカニズム（浸透による漏水や堤防決壊の例） 
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板倉町 

１４１ｋ 

１３９ｋ 

加須市 

平成１０年８月洪水 
埼玉県加須市（北川辺町） 

平成１３年９月 
埼玉県加須市大越 

【参考 平成24年7月九州豪雨】  

※国土交通省 ２０１２水害レポートより抜粋 

月の輪工法実施状況 

月の輪工法実施状況 

【堤体漏水】 【基盤漏水】 

【堤体漏水】 

月の輪工法実施状況 

釜段工法実施状況 

【基盤漏水】 

平成１９年９月 
群馬県明和町 

釜段工法実施状況 

釜段工法実施状況 

平成１８年７月 
埼玉県加須市（北川辺町） 

【基盤漏水】 

月の輪工法実施状況 



  整備済 
  施工中 吉川河川防災ステーション（江戸川右岸35.6k）は、現在施工中 

堤防等河川管理施設の現在の整備状況（河川防災ステーション） 
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山王 

吉川 

江戸川 

ヘリポート 

土砂 
根固めブロック 

関宿水閘門 

割栗石 

■場  所 ： 茨城県五霞町山王地先 
■施設概要 ： ヘリポート、駐車場、作業スペース、資材置場、 
       水防センター（五霞町 年度内完成予定） 
■面  積 ： ７．０７ｈａ 
■備蓄資材 ： 復旧に係る資機材を保管 
        ・根固めブロック４ｔ １１，４２９個 
        ・鋼材 ２，０００枚 
        ・割栗石(Φ１５０～２００) ８，１２０ｍ３ 
        ・土砂 ２０，０００ｍ３ 

山王河川防災ステーション（江戸川右岸59.5k） 

鋼矢板等 
水防センター 



Ministry of Land, Infrastructure, Transport and Tourism 

（2）現状の減災に係る取組状況 
③氾濫水の排水、施設運用等に関する事項 
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排水施設、排水資機材の操作・運用（災害対策用機械配備計画） 
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『平成27年9月関東・東北豪雨』に伴う災害対策用機械の活動状況 

内水を大落古利根川へポンプ排水 

36 

＜凡例＞ 
  排水ポンプ車設置箇所 

 
     ・・・町所有の内水排除ポンプが故障した為、 

       松伏町からの要請により、排水ポンプ車を派遣した。 

 

排水ポンプ車設置箇所（松伏町大字松伏地先） 

出動機械 

•排水ポンプ車（30m3／分) 1台  

 排水開始：9月10日 12：00 

 排水停止：9月11日  4：30 

 総排水量：29,700m3 



Ministry of Land, Infrastructure, Transport and Tourism 

（2）現状の減災に係る取組状況 
④洪水を安全に流すためのハード対策の導入 
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洪水を安全に流すためのハード対策 
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洪水を安全に流すためのハード対策 
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Ministry of Land, Infrastructure, Transport and Tourism 

（3）今後のスケジュール（案） 
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今後のスケジュール（案） 
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準備会
協議会
（第１回）

幹事会
協議会
（第２回）

幹事会 協議会
（期成同盟会と同時開催予定）

平成２８年４月２６日 平成２８年６月２８日 平成２８年７月２８日 平成２８年８月３１日 平成２８年１月予定 毎出水期前

・設立趣旨、協議会規約(案)

提案、今後の進め方等の説
明

・協議会設立

・現在の水害リスクや取組状
況の概要を共有

・現在の水害リスクや取組状況の共有

・目標（案）の設定
・地域の取組方針（案）の策定

・目標の設定
・地域の取組方針の策定

・毎年の取組のフォローアップの事前調整
・毎年の取組のフォローアッ
プ

＊現時点の予定であり、変更の可能性がある。

協
議
会
等

協
議
内
容
等

今後のスケジュール（案）

目標の設定（案）

取組方針（案）の策定

現在の水害リスクや取組状況の共有

協議会実施方法の調整

現在の水害リスクや

取組状況の共有

目標の設定

対策実施フォロー

アップ

対策実施フォローアップの事

前調整

取組方針の策定


